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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地面に立設され、表面に形成された開口を通して外部と連通された内部空間を有する支
柱と、
該支柱に取り付けられた屋根と、
前記支柱の内部空間に設けられた竪樋と、
前記支柱の開口を覆うように設置される、中空部を有するカバーと、を備え、
前記支柱には、
前記カバーが取り付けられるカバー取付部が設けられており、該カバー取付部には前記カ
バーを着脱可能に取り付けるためのネジ部材が設けられており、
該ネジ部材は、
軸部と、頭部と、該頭部と前記カバー取付部とを所定の距離に維持するスペーサ部と、を
備えており、
前記カバーの前記中空部における前記支柱側の壁面には、前記ネジ部材の頭部よりも大き
い挿通孔と、該挿通孔と連続し前記カバーの長手方向に沿って延びる前記挿通孔よりも幅
が狭い嵌合溝と、が形成されており、
該嵌合溝に前記ネジ部材のスペーサ部が嵌合されている
ことを特徴とする簡易構造物。
【請求項２】
　前記支柱のカバー取付部は、
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前記カバーを位置決めするための一対の側壁を有しており、
前記カバーには、
該カバーを前記カバー取付部に取り付けると、該カバー取付部の一対の側壁と接するよう
に配置される一対の側面部を備えている
ことを特徴とする請求項１記載の簡易構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、簡易構造物に関する。さらに詳しくは、屋外通路屋根（回廊）、車庫、テラ
ス等の簡易構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　屋外通路屋根や車庫、テラス等の簡易構造物では、屋根に降った雨水は、樋などを備え
た排水機構によって地面まで誘導され、地面や地面に設けられた排水溝などに排水される
。かかる雨水を屋根から地面等まで誘導する排水機構の樋は、通常、屋根を支持する支柱
などに沿って設置される。
【０００３】
　屋外通路屋根や車庫、テラス等の簡易構造物では、一般的に、竪樋は、受け金具などに
よって支柱の側面に取り付けられており、竪樋が露出しているため、簡易構造物の見栄え
が悪くなるという問題がある。しかも、人が竪樋に接触したり竪樋が破損したりするなど
の問題がある。
【０００４】
　そこで、支柱に竪樋をカバーする部材（以下単にカバーという）を設けて、竪樋が外部
から視認できないようにしたり、人などが直接竪樋に接触したりしないようにすることが
行われている。
【０００５】
　このようなカバーは、竪樋をメンテナンスする際に支柱から取り外さなければならない
での、支柱に対して着脱できるように設置される。支柱に対して着脱可能にカバーを固定
する場合、例えば、ネジ等によってカバーを支柱に固定する等の方法が考えらえる。しか
し、かかる方法の場合、ネジ等がカバーの表面に露出するので、支柱の見栄えが悪くなる
という問題が生じる。
【０００６】
　支柱の見栄えが悪くなることを防ぎつつ、カバーを支柱に着脱可能に取り付ける方法と
して、カバーに形成したフック（カバー側フック）と支柱に設けられたフック（支柱側フ
ック）とを係合させてカバーを支柱に固定する方法がある（特許文献１等参照）。
【０００７】
　特許文献１では、断面半円形の樋状のカバーの両側端縁にカバー側フックを設けており
、このカバー側フックと係合する一対の支柱側フックを支柱の長手方向に沿って設けてい
る。かかる構成とし、カバーを弾性変形する素材（例えば樹脂や金属板等）などで形成し
ておけば、カバーを変形させればカバー側フックと支柱側フックとを係合離脱させること
ができるので、カバーを支柱に固定したり支柱からカバーを外したりすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１６－８９４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、特許文献１の構造でカバーを支柱に着脱可能に固定した場合、風等によって
支柱が撓んだ場合、支柱とともにカバーも撓むことになる。しかし、支柱とともにカバー
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が撓んだ際にカバーが変形すると、カバー側フックと支柱側フックとの係合が外れてしま
う可能性がある。カバー側フックと支柱側フックとの係合が外れれば、カバーが支柱から
外れてしまい樋が露出してしまうし、外れたカバーが損傷する可能性もある。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑み、カバーを支柱に簡単に着脱でき、しかも、カバーを安定して
支柱に取り付けておくことができる簡易構造物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１発明の簡易構造物は、地面に立設され、表面に形成された開口を通して外部と連通
された内部空間を有する支柱と、該支柱に取り付けられた屋根と、前記支柱の内部空間に
設けられた竪樋と、前記支柱の開口を覆うように設置される、中空部を有するカバーと、
を備え、前記支柱には、前記カバーが取り付けられるカバー取付部が設けられており、該
カバー取付部には前記カバーを着脱可能に取り付けるためのネジ部材が設けられており、
該ネジ部材は、軸部と、頭部と、該頭部と前記カバー取付部とを所定の距離に維持するス
ペーサ部と、を備えており、前記カバーの前記中空部における前記支柱側の壁面には、前
記ネジ部材の頭部よりも大きい挿通孔と、該挿通孔と連続し前記カバーの長手方向に沿っ
て延びる前記挿通孔よりも幅が狭い嵌合溝と、が形成されており、該嵌合溝に前記ネジ部
材のスペーサ部が嵌合されていることを特徴とする。
　第２発明の簡易構造物は、第１発明において、前記支柱のカバー取付部は、前記カバー
を位置決めするための一対の側壁を有しており、前記カバーには、該カバーを前記カバー
取付部に取り付けると、該カバー取付部の一対の側壁と接するように配置される一対の側
面部を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　第１発明によれば、ネジ部材の頭部をカバーの挿通孔に通してネジ部材のスペーサ部を
嵌合溝に嵌合させれば、カバーを支柱に簡単に取り付けることができる。しかも、スペー
サ部を嵌合溝に嵌合させているので、ガタツキもなく安定した状態で支柱にカバー部材を
取り付けておくことができる。しかも、スペーサ部を嵌合溝から離脱させるだけで簡単に
カバーを支柱から取り外すことができるので、竪樋等のメンテナンスを容易に行うことが
できる。また、スペーサ部により、ネジ部材の頭部と支柱のカバー取付部との間を所定の
距離に維持できるため、支柱へのネジ部材の取付が容易になる。そのため、支柱の施工性
が向上する。さらに、カバーの中空部に挿通孔と嵌合溝を形成することで、ネジ等がカバ
ーの表面に露出せず、支柱の見栄えが良くなる。
　第２発明によれば、カバーを支柱に取り付ける際に、側壁が位置決めするための壁とし
て機能するので、カバーの支柱への取付が容易になる。しかも側壁が横方向におけるカバ
ーの移動を制限できるので、カバーの横方向のガタツキを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の簡易構造物１における支柱１０の断面であり、（Ａ）はカバー１５
が中空部１５ｈを２か所有する例であり、（Ｂ）はカバー１５が中空部１５ｈを１か所有
する例である。
【図２】支柱１０からカバー１５を外した状態の概略断面図であり、（Ａ）は開口１０ａ
を覆うカバー１５の断面図であり、（Ｂ）は支柱１０の断面図であり、（Ｃ）は開口１０
ｂを覆うカバー１５の断面図である。
【図３】（Ａ）はカバー１５を外した状態の支柱１０を開口１０ａ側から見た概略説明図
であり、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図４】（Ａ）はカバー１５の断面図であり、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図５】カバー１５を支柱１０に着脱する作業の概略説明図である。
【図６】（Ａ）は本実施形態の簡易構造物１の側面図であり、（Ｂ）は本実施形態の簡易
構造物１の一部を部分断面とした側面図である。
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【図７】（Ａ）は本実施形態の簡易構造物１の正面図であり、（Ｂ）は本実施形態の簡易
構造物１の背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の簡易構造物は、支柱に屋根が取り付けられた簡易構造物であって、支柱にカバ
ーを安定して取り付けることができ、かつ、必要に応じて支柱からカバーを容易に取り外
しができる構造としたことに特徴を有している。
【００１５】
　本発明の簡易構造物はとくに限定されず、支柱にカバーが設けられた構造物であればよ
い。例えば、屋外通路屋根（回廊）や車庫やテラス等を本発明の簡易構造物として挙げる
ことができる。
【００１６】
＜本実施形態の簡易構造物１について＞
　まず、本実施形態の簡易構造物１の構造を簡単に説明する。
　図６および図７に示すように、本実施形態の簡易構造物１は、複数本の支柱１０と、こ
の複数本の支柱１０に梁２を介して吊り下げられた屋根５と、屋根５に降った雨水等を排
水する排水機構２０（図６（Ｂ）参照）と、を備えている。
【００１７】
＜支柱１０＞
　まず、図６および図７に示すように、支柱１０は地面Ｇなどに立設される部材である。
この支柱１０の基端部はコンクリート等によって地面Ｇに固定される。この支柱１０は、
一対の支持部材１１，１１を有しており、両者の間に空間１０ｈを有している（図１およ
び図２（Ｂ）参照）。なお、この空間１０ｈが、特許請求の範囲にいう「内部空間」に相
当する。
【００１８】
　また、図１に示すように、支柱１０には、空間１０ｈと外部を連通する開口１０ａ，１
０ｂが形成されている。具体的には、支柱１０の屋根側および反屋根側にそれぞれ開口１
０ａ，１０ｂが設けられている。なお、支柱１０における屋根側とは、支柱１０の中心に
対して屋根５が設けられている側（図６であれば支柱１０の中心に対して右側）を意味し
ており、反屋根側とは、支柱１０の中心に対して屋根５が設けられている側と反対側（図
６であれば支柱１０の中心に対して左側）を意味している。
【００１９】
　そして、支柱１０には、開口１０ａ，１０ｂを覆って開口１０ａ，１０ｂを外部から視
認できないようにするカバー１５が設けられている。このカバー１５は、その外面が一対
の支持部材１１，１１の外面と連続するような面となるように形成されている。つまり、
カバー１５は、支柱１０の横断面を見たときに、一対の支持部材１１，１１の外面が同一
の円または楕円を構成するような形状に形成されている（図１参照）。
【００２０】
　しかも、このカバー１５は、支柱１０に着脱可能に設けられており、支柱１０に簡単か
つ安定した状態で固定できるようになっている。このカバー１５を支柱１０に着脱する構
造の詳細は後述する。
【００２１】
＜屋根５＞
　図６および図７に示すように、各支柱１０の上端部には、連結材１２を介して梁２の基
端が連結されている。この梁２には吊り下げ部材２ｃが設けられており、この吊り下げ部
材２ｃを介して屋根５が梁２に取り付けられている。
【００２２】
　この屋根５は、上面が支柱１０に向かって下傾するように配設されている。そして、屋
根５の支柱１０側の端縁には、上部に開口を有する横樋６が設けられている。したがって
、屋根５に降った雨水などを横樋６に集めて横樋６から排水機構２０に雨水などを誘導す
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ることができる。
【００２３】
＜排水機構２０＞
　図６（Ｂ）に示すように、排水機構２０は、竪樋２１と、上述した横樋６から竪樋２１
に雨水などを誘導する上部排水部２２と、竪樋２１から誘導される雨水などを地面や排水
溝等に排水する下部排水部２３と、を備えている。
【００２４】
＜竪樋２１＞
　竪樋２１は、樹脂や金属などで形成された中空な管状部材である。この竪樋２１は、上
述したように、支柱１０の一対の支持部材１１，１１間の空間１０ｈ内に配設されている
（図１参照）。
【００２５】
＜上部排水部２２＞
　この竪樋２１の上端部には、上部排水部２２の基端部が取り付けられている。この上部
排水部２２は、例えば蛇腹状のホースや屈曲した管状部材（エルボ樋等）などであり、そ
の内部の空間と竪樋２１の内部の空間とが連通されている。また、上部排水部２２は、空
間１０ｈの屋根側の開口１０ａを通して支柱１０外に突出しており（図６（Ｂ）参照）、
その先端が屋根５の横樋６と連結されている。具体的には、横樋６の底壁に形成された孔
を通して、横樋６内の空間と上部排水部２２の内部の空間とが連通されている。
【００２６】
　なお、横樋６と支柱１０の屋根側の開口１０ａとの間には、上部排水部２２と開口１０
ａとを覆うようにカバー部材７を設けてもよい（図６参照）。すると、上部排水部２２や
開口１０ａが視認できないでの、簡易構造物１の見栄えを良くすることができる。
【００２７】
＜下部排水部２３＞
　一方、この竪樋２１の下端部には、下部排水部２３の基端部が取り付けられている。こ
の下部排水部２３は、例えば蛇腹状のホースや屈曲した管状部材などであり、その内部の
空間と竪樋２１の内部の空間とが連通されている。また、下部排水部２３は、空間１０ｈ
の反屋根側の開口１０ｂを通して支柱１０外と連通されている。
【００２８】
　以上のような構造を有しているので、本実施形態の簡易構造物１では、屋根５に降った
雨水等を横樋６に集めて、横樋６から、上部排水部２２、竪樋２１、下部排水部２３の順
に雨水等を流して、地面や排水溝に排水することができる。
【００２９】
　しかも、カバー１５が支柱１０の開口１０ａ，１０ｂに対して着脱可能に設けられてい
る。このため、カバー１５を開口１０ａ，１０ｂに取り付ければ、開口１０ａ，１０ｂを
カバー１５で覆って竪樋２１や内部の構造が外部から見えないようにすることができる。
一方、カバー１５を開口１０ａ，１０ｂから外せば、開口１０ａ，１０ｂを通して竪樋２
１の設置やメンテナンスなどを行うことができる。
【００３０】
　なお、支柱１０内の空間１０ｈは、上述したように、排水機構２０の竪樋２１を配設す
る空間として使用できるが、それ以外にも、電気設備の配線などを通す空間として使用す
ることができる。例えば、簡易構造物１に照明等を設ける場合には、照明の配線等を支柱
１０内の空間１０ｈを利用して行うことができる。すると、配線のための構造を支柱１０
等に別途設けなくてもよいので、簡易構造物１の構造を簡素化できる。しかも、カバー１
５を開口１０ａ，１０ｂに取り付ければ、配線が外部から見えないようにできるし、カバ
ー１５を開口１０ａ，１０ｂから外せば、支柱１０の開口１０ａ，１０ｂから配線の設置
や補修作業を行うことができる。つまり、支柱１０内を通して配線をしても、見栄えの悪
化を防止できるし、配線の施工やメンテナンスが容易である。
【００３１】
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＜カバー１５を支柱１０に着脱する構造＞
　図２および図３に示すように、支柱１０の屋根側および反屋根側の端部には、カバー取
付部２４が形成されている。このカバー取付部２４は、一対の支持部材１１，１１にそれ
ぞれ取付部２５を備えている。各取付部２５は、各支持部材１１の表面（外面）よりも内
方に位置するフランジ部ｆと、側壁Ｃと、ネジ保持部Ｓと、をそれぞれ備えている。各フ
ランジ部ｆの基端と各支持部材１１の表面（言い換えれば支柱１０の表面）の端との間に
は、側壁Ｃが設けられている。
【００３２】
　一方、各フランジ部ｆの内端（先端）にはそれぞれネジ保持部Ｓが設けられている。各
ネジ保持部Ｓは、フランジ部ｆの内端から外方に向けて延びる支持壁Ｓ１と、この支持壁
Ｓ１の先端に設けられた設置壁Ｓ２と、を備えている。そして、ネジ保持部Sは、屋根側
（図２では上側）に位置する各ネジ保持部Ｓの支持壁Ｓ１間には開口１０ａが形成され、
反屋根側（図２では下側）に位置する各ネジ保持部Ｓの支持壁Ｓ１間には開口１０ｂが形
成されるように設けられている。
　なお、設置壁Ｓ２は、その表面（外面）がフランジ部ｆの表面（外面）とほぼ平行とな
るように設けられている。
【００３３】
＜ネジ部材２６＞
　図２および図３に示すように、一対の支持部材１１，１１のネジ保持部Ｓの設置壁Ｓ２
には、一対の支持部材１１，１１の長手方向、つまり、支柱１０の長手方向に沿って所定
の間隔を空けて雌ネジ孔が形成されており、この雌ネジ孔にそれぞれネジ部材２６が取り
付けられている。
【００３４】
　このネジ部材２６は、雄ネジが形成された軸部２６ａと、この軸部２６ａの一端に設け
られた頭部２６ｂと、を備えている。このネジ部材２６の軸部２６ａにはスペーサ部２７
が設けられている。このスペーサ部２７は、ネジ部材２６をネジ保持部Ｓの設置壁Ｓ２に
取り付けたときに、設置壁Ｓ２と頭部２６ｂとの間が所定の距離だけ離れた状態となるよ
うに設けられている。
【００３５】
　このスペーサ部２７は、設置壁Ｓ２と頭部２６ｂとの間を所定の距離だけ離した状態に
できるのであればどのようなものであってもよい。例えば、軸部２６ａに挿通されたステ
ンレスや鉄などの金属製の円筒状の部材やバネ等をスペーサ部２７とすることができる。
また、ネジ部材２６として段付きネジを使用すれば、軸径が太くなっている部分をスペー
サ部２７として機能させることもできる。
【００３６】
＜カバー１５の貫通孔２８＞
　図４に示すように、カバー１５は、例えば、アルミニウム製の押出形材であって、上下
方向に長い部材である。このカバー１５は、その上下方向に沿って形成された一対の中空
部１５ｈ，１５ｈを有する部材である。各中空部１５ｈは、カバー１５の外壁１５ａと、
一対の内壁１５ｂと、内壁１５ｂと外壁１５ａとの間に設けられた側壁１５ｃ，１５ｃと
によって囲まれた部分である。このカバー１５の各内壁１５ｂは、開口１０ａ，１０ｂと
同等程度の距離を離して設けられている。言い換えれば、カバー１５を支柱１０に取り付
けた際に、一対の支持部材１１，１１のネジ保持部Ｓの設置壁Ｓ２と対応する位置にカバ
ー１５の各内壁１５ｂは設けられている。なお、カバー１５の各内壁１５ｂが、特許請求
の範囲にいう「カバーの中空部における支柱側の壁面」になる。
【００３７】
　なお、中空部１５ｈは一対設けなくてもよく、一つの中空部１５ｈだけを設けてもよい
（図１（Ｂ）参照）。
【００３８】
　このカバー１５の各内壁１５ｂは、その厚さｔ（図４（Ａ）参照）がスペーサ部２７の
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厚さ方向の長さＬ１（図２（Ｂ）、図３（Ｂ）参照）よりも若干短くなるように形成され
ている。そして、このカバー１５の各内壁１５ｂには、中空部１５ｈと外部との間を連通
する（つまり内壁１５ｂを貫通する）貫通孔２８が形成されている。
【００３９】
　この貫通孔２８は、ネジ部材２６の頭部２６ｂよりも大きい挿通孔２８ａを有している
。ネジ部材２６の頭部２６ｂよりも大きいとは、ネジ部材２６の頭部２６ｂに挿通孔２８
ａを通すことができる大きさを意味している。例えば、ネジ部材２６の頭部２６ｂが円形
で、挿通孔２８ａが円形であれば、挿通孔２８ａの直径が頭部２６ｂの直径よりも大きい
場合が該当する。
【００４０】
　また、貫通孔２８は、挿通孔２８ａと連続し、この挿通孔２８ａからカバー１５の長手
方向（上下方向）に沿って延びる嵌合溝２８ｂも有している。より詳しくは、嵌合溝２８
ｂは、カバー１５を支柱１０に取り付けた際に、挿通孔２８ａから上方に向かって延びる
ように形成されている。この嵌合溝２８ｂは、その幅Ｗ１（図５参照）が、ネジ部材２６
の頭部２６ｂの外径よりも小さくネジ部材２６のスペーサ部２７の径とほぼ同等になるよ
うに形成されている。
【００４１】
　より詳しく説明すると、嵌合溝２８ｂの幅とは、嵌合溝２８ｂにおけるカバー１５の長
手方向と直交する方向（以下単にカバー１５の幅方向という）の長さである。そして、嵌
合溝２８ｂの幅Ｗ１が、支柱１０の幅方向（図５の左右方向）におけるネジ部材２６の頭
部２６ｂの長さＤ１よりも短く、支柱１０の幅方向におけるスペーサ部２７の長さＤ２と
同等程度となるように形成されている。
【００４２】
　ここでいう同等程度とは、嵌合溝２８ｂの幅Ｗ１とスペーサ部２７の長さＤ２とが同じ
長さの場合と、嵌合溝２８ｂの幅Ｗ１がスペーサ部２７の長さＤ２よりも若干短い場合と
、嵌合溝２８ｂの幅Ｗ１がスペーサ部２７の長さＤ２よりも若干長い場合と、を含んでい
る。
【００４３】
　そして、貫通孔２８は、カバー１５の長手方向に沿って、所定の間隔を空けて複数設け
られている。具体的には、ネジ部材２６を設ける間隔Ｒ１と、隣接する貫通孔２８の中心
ｐ間の距離Ｒ２とがほぼ同じになるように、貫通孔２８はカバー１５の長手方向に沿って
設けられている。
【００４４】
　以上の構造であるので、以下のようにすれば、カバー１５を支柱１０に取り付けたり、
カバー１５を支柱１０から取り外したりすることができる。
【００４５】
　まず、カバー１５を支柱１０に取り付ける際には、カバー１５の内壁１５ｂを一対の支
持部材１１，１１の一対の設置壁Ｓ２と対向させて、カバー１５の長手方向と支柱１０の
長手方向を平行に配置する（図５（Ａ））。
【００４６】
　ついで、ネジ部材２６の頭部２６ｂが貫通孔２８の挿通孔２８ａを挿通するようにカバ
ー１５を支柱１０に接近させる。
【００４７】
　そして、カバー１５が支柱１０に向かって移動できなくなるまでカバー１５を支柱１０
に向かって押す。すると、ネジ部材２６の頭部２６ｂは完全に中空部１５ｈ内に入り、ネ
ジ部材２６のスペーサ部２７がカバー１５の内壁１５ｂの位置に配置される（図５（Ｂ）
）。
【００４８】
　上記状態となると、カバー１５を下方に移動させる。すると、嵌合溝２８ｂの幅がスペ
ーサ部２７の長さＤ２と同等程度であるので、ネジ部材２６のスペーサ部２７が貫通孔２
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８の嵌合溝２８ｂに嵌合される。この状態となれば、ネジ部材２６の頭部２６ｂが中空部
１５ｈ内において嵌合溝２８ｂの位置に配置されることになる（図５（Ｃ））。
【００４９】
　一方、嵌合溝２８ｂは、その幅Ｗ１がネジ部材２６の頭部２６ｂの長さＤ１よりも短い
ので、カバー１５はネジ部材２６の軸方向には移動できなくなる。つまり、カバー１５は
支柱１０から離間できない状態となるので、カバー１５は支柱１０に固定される。
【００５０】
　逆に、カバー１５を外す場合には、カバー１５を支柱１０の長手方向に沿って上方に押
しあげて、ネジ部材２６のスペーサ部２７を貫通孔２８の嵌合溝２８ｂから挿通孔２８ａ
まで移動させる。つまり、ネジ部材２６の頭部２６ｂを貫通孔２８の挿通孔２８ａの位置
まで移動する（図５（Ｂ））。すると、カバー１５を支柱１０から離間するように移動さ
せれば、ネジ部材２６の頭部２６ｂを貫通孔２８の挿通孔２８ａから抜くことができるの
で、カバー１５を支柱１０から取り外すことができる（図５（Ａ））。
【００５１】
　以上のように、本実施形態の簡易構造物１では、カバー１５を上下方向に移動させて、
ネジ部材２６とカバー１５の貫通孔２８とを嵌合させたり嵌合を外したりするだけで、カ
バー１５を支柱１０に固定したり取り外したりすることができる。したがって、カバー１
５を支柱１０に固定したり取り外したりする作業を簡単に行うことができる。
【００５２】
　しかも、カバー１５を支柱１０に固定した状態では、貫通孔２８の嵌合溝２８ｂにネジ
部材２６のスペーサ部２７が嵌合されている。また、ネジ部材２６の頭部２６ｂが中空部
１５ｈ内に位置しており、頭部２６ｂが貫通孔２８の嵌合溝２８ｂに引っ掛かった状態と
なっている。このため、カバー１５を支柱１０から離間させる方向に力が加わっても、カ
バー１５が支柱１０から外れることがない。すると、風等によって支柱１０が撓んで支柱
１０とともにカバー１５が撓んで変形しても、カバー１５が支柱１０から外れない。した
がって、カバー１５を支柱１０に安定して固定しておくことができる。
【００５３】
＜一対の側面部１５ｓ，１５ｓ＞
　なお、カバー１５は、その外壁１５ａの幅方向の両端に一対の側面部１５ｓ，１５ｓを
備えていてもよい。この場合、一対の側面部１５ｓ，１５ｓの外面間の距離が一対の支持
部材１１，１１の側壁Ｃ間の距離よりも若干短くなるように、一対の側面部１５ｓ，１５
ｓを形成する。しかも、カバー１５を支柱１０に取り付けたときに、一対の側面部１５ｓ
，１５ｓの外面が一対の支持部材１１，１１の側壁Ｃとほぼ平行となるようにする。する
と、カバー１５を支柱１０のカバー取付部２４に取り付ける際に、カバー１５の移動を一
対の側面部１５ｓ，１５ｓによって案内させることができるので、支柱１０のカバー取付
部２４へのカバー１５の取り付けが容易になる。
【００５４】
　しかも、カバー１５が幅方向に移動しようとすると、一対の側面部１５ｓ，１５ｓが一
対の支持部材１１，１１の側壁Ｃと干渉するので、カバー１５の幅方向への移動を規制で
きる。したがって、カバー１５を安定した状態で支柱１０に取り付けておくことができる
。
【００５５】
　なお、特許請求の範囲にいう、「一対の側面部」が「カバー取付部の一対の側壁と接す
るように配置される」とは、カバー１５をカバー取付部２４への取り付けた際に、一対の
側面部１５ｓ，１５ｓが一対の支持部材１１，１１の側壁Ｃと面接触する場合に限られず
、側面部１５ｓと側壁Ｃとの間に若干の隙間ができる状態も含んでいる。
【００５６】
＜ネジ部材２６とカバー１５の素材について＞
　ネジ部材２６とカバー１５の素材はとくに限定されないが、カバー１５の素材とネジ部
材２６のスペーサ部２７の素材の硬さ（硬度）が異なる素材（異種材料）であれば、カバ
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ー１５の支柱１０への固定がしっかりとできる。例えば、カバー１５に設けられている嵌
合溝２８ｂの幅Ｗ１を、ネジ部材２６のスペーサ部２７の長さＤ２よりも若干短くしてお
くと、嵌合溝２８ｂにスペーサ部２７を挿入したときに、嵌合溝２８ｂにスペーサ部２７
がしっかり嵌合した状態となる。すると、嵌合溝２８ｂからスペーサ部２７が抜けにくく
なるので、カバー１５の支柱１０への固定がしっかりとできる。例えば、カバー１５をア
ルミニウム製とし、スペーサ部２７をステンレスや鉄などの金属製または樹脂製とすれば
、嵌合溝２８ｂにスペーサ部２７がしっかり嵌合した状態にできる。
【００５７】
　とくに、貫通孔２８の嵌合溝２８ｂを挿通孔２８ａから上方に行くにしたがって幅が狭
くなるようにしておけば（図４（Ｂ）参照）、嵌合溝２８ｂにスペーサ部２７を挿入しや
すくしつつ嵌合溝２８ｂにスペーサ部２７が嵌合した状態とすることができる。もちろん
嵌合溝２８ｂは、その長手方向のほぼ全体にわたってその幅が同じとしてもよい。
【００５８】
＜屋根５について＞
　屋根５の構造はとくに限定されない。本実施形態の簡易構造物１を設置する場所などに
応じて適切な構造の屋根５を採用することができる。
【００５９】
＜支柱１０について＞
　簡易構造物１に設ける支柱１０の数もとくに限定されず、複数本でもよいし、一本でも
よい。簡易構造物１の形状や大きさ、屋根５の形状や大きさ等、また、簡易構造物１を設
置する場所などに合わせて支柱１０を設ける本数は適宜調整される。
【００６０】
　支柱１０は、その上端にキャップ１０ｃが取り付けられていてもよい（図６参照）。キ
ャップ１０ｃを取り付けておけば、カバー１５や支柱１０に予期せぬ外力（いたずらや支
柱１０の撓み等）が加わった際に、カバー１５が支柱１０から外れにくくすることができ
る。また、支柱１０の上端から支柱１０の空間１０ｈ内に雨水が侵入することを防止でき
るし、支柱１０の端面をキャップ１０ｃで隠すことができるので、支柱１０や簡易構造物
１の美観を高める等の効果を得ることができる。
【００６１】
＜カバー取付部２４について＞
　カバー取付部２４の構成は、ネジ部材２６を設けることができ、ネジ部材２６によって
カバー１５を取付けることができる構造であればよく、特に限定されない。例えば、支持
壁Ｓ１を設けることなく、フランジ部ｆを設置壁Ｓ２として機能させてもよい。つまり、
フランジ部ｆにネジ部材２６を取り付けて、設置壁Ｓ２として機能させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明の簡易構造物は、屋外通路屋根や車庫やテラス等の簡易構造物として適している
。
【符号の説明】
【００６３】
　　１　　簡易構造物
　　２　　梁
　　５　　屋根
　　６　　横樋
　１０　　支柱
　１０ｈ　空間
　１０ａ　開口
　１０ｂ　開口
　１５　　カバー
　１５ｂ　内壁
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　１５ｓ　側面部
　２０　　排水機構
　２１　　竪樋
　２２　　上部排水部
　２３　　下部排水部
　２４　　カバー取付部
　２６　　ネジ部材
　２６ａ　軸部
　２６ｂ　頭部
　２７　　スペーサ部
　２８　　貫通孔
　２８ａ　挿通孔
　２８ｂ　嵌合溝
　　Ｃ　　側壁
　　Ｇ　　地面

 

【図１】 【図２】
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